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であるから x2 = 2x1となる。これを予算制約式に代入して 10x1 + 10x1 = 6000よ
り、 x∗

1 = 300。したがって x∗
2 = 600。
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となる。最初の２本の式から λを消去して簡単にすると x1 = x2となる。これを予
算制約式に代入すると 10x1 + 5x1 = 6000であるから、 x∗

1 = 400 = x∗
2。
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(c) (1), (2)より
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